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教育の責任 
私は、独⽴⾏政法⼈ 国⽴⾼等専⾨学校機構 釧路⼯業⾼等専⾨学校にて 2 年間勤めた後、2017

年度より岡⼭理科⼤学 ⼯学部 建築学科に「建築計画・意匠分野」の教員として採⽤され、現
在に⾄る。建築学の主な分野には、①建築計画・意匠分野、②建築環境・設備分野、③建築構
造・⽣産分野の 3 分野がある。私が属する①建築計画・意匠分野は、建築を設計するための技
術的な教育や研究はもちろんのこと、建築の使い⼿（ユーザー）由来の客観的な根拠（エビデ
ンス）に基に、計画そのものを考えることを教えたり、追究したりすることも含まれる。した
がって、現在同学で担当する主要な専⾨科⽬には、「建築計画」、「建築計画特論」、「設計演習Ⅰ
〜Ⅳ」、「CAD/CG 演習Ⅰ・Ⅱ」等がある。また、学科の⽅針により、オムニバス講義の担当が
多いため、担当する専⾨科⽬は、卒業研究等も含めると 28 科⽬におよぶ。またこれらの他、求
めに応じて同学が許可する範囲において、⾮常勤講師も務めている。具体的には、2021 年度よ
り広島⼯業⼤学にて、「建築デザイン演習 A」、「住居デザイン演習 A」の設計演習の講義を、共
同担当している。また、私は、講義と同等、もしくは、それ以上に卒業研究、及び、それに伴
う研究室活動が、⾼等教育機関における教育において重要であると考えている。その理由は、
学⽣が「考える⼒」を⾝につける場として、⼀般的な⼤学の講義には限界があると感じている
からである。したがって、研究室における充実した教育に⽇々努⼒している。
教育の理念 

私の教育の理念は、習得した基礎知識や技術（Ⅰ）を統合し応⽤（Ⅱ）することで、リアリ
ティーのある具体的な課題の解決に向けて⾃ら挑戦すること（Ⅲ）ができる学⽣を育てること
である。そして、学⽣⾃らの「考える⼒」により、その挑戦（主張）を客観的な根拠（エビデ
ンス）を基にして論理的に説明できる（Ⅳ）学⽣を育てたい。最後に、学⽣の⼈格形成に寄与
し、学⽣⾃⾝が豊かな道徳性を修養する（Ⅴ）⼀助になりたい。
教育の⽅法・⽅針 

教育理念の要所（Ⅰ〜Ⅴ）毎に、教育⽅法の概要を⽰す。 
I. 基礎的な知識や技術の習得：具体的な課題に挑戦するためには、専⾨科⽬の講義や演習
により、基礎的な知識や技術の習得が肝要である。私が担当している講義科⽬ 建築計画で
は、VOD 講義と随時テストを有効に活⽤し、着実に知識を蓄えていく⼿法を採⽤している。
また、演習科⽬ 設計演習では、エスキスチェックと呼ばれる個別指導を採⽤している。
II. 基礎的な知識や技術の応⽤：具体的な課題に挑戦するためには、習得した知識や技術を統
合し、応⽤できるようになる学習も肝要である。私が担当する⼤学院講義 建築計画特論では、
レクチャーだけでなく、グループワークによる建築計画学的⼿法の試⾏と、フィールドワーク
の実施、及び、その成果発表を⾏っている。
III. リアリティーのある具体的な課題への挑戦：研究室の活動を通して、学⽣⾃⾝にリアリテ
ィーのある具体的な課題を教育プログラムとして提供し、学⽣の主体的な意思で挑戦できる環
境づくりに努めている。具体的には、次の 3種類の教育プログラムを準備している。①対外的
な建築設計コンペディションへの参加, ②実際に建設される建築物の設計活動への参加, ③企
業との共同研究による調査・実験への参加 である。
IV. 論理的な説明を求める機会の創出：研究室の活動では、論理的な説明を求める演習や⽇常
的な場⾯を設けている。



V. 道徳性を修養できる場の創出：学⽣の⼈格形成に寄与し、道徳性の修養に関与するために
は、学⽣と教員との信頼関係が前提となる。両者の関係は、親⼦や友⼈とも異なる学⽣にとっ
て特殊な関係であるため、両者の関係性を明確にしてビジョンを共有することが肝要である。
私の研究室では、【研究室の⽅針】により、研究室の理念や⽬標、指導⽅針、運営体制、具体的
な教育プログラムを明⽂化して共有している。 
教育の成果 

教育理念の要所（Ⅰ〜Ⅴ）毎に、教育成果の概要を⽰す。 
I. 基礎的な知識や技術の習得：建築計画の成果には、授業評価アンケートの⾼評価がある。
2021 年度履修⽣ 48 名の回答（回答率 57.1％）より、総合、及び、教員意欲の評価において、
90％以上の学⽣が肯定的な評価（満⾜・感じる）をした。また、設計演習の成果には、私が個
別指導をした学⽣の優秀作品がある。これらの作品は、学内に展⽰され、他の学⽣や建築学科
への来訪者、オープンキャンパスに訪れた⾼校⽣等に観覧された。 
II. 基礎的な知識や技術の応⽤：建築計画特論の成果には、学⽣の優れたレポートがある。最
終課題「環境記述調査」では、独⾃のフィールドワークにより、ノーテーションという建築計
画学的調査とアンケート調査を実施し、それらの結果を統計的に分析することで結論を得た優
れたレポートを確認できた。 
III. リアリティーのある具体的な課題への挑戦：3種類の教育プログラムの成果には、①学⽣
のコンペ受賞作品や、②実際に竣⼯した建築作品とその過程の記録、③学⽣が企業や学会等に
発表した研究報告がある。 
IV. 論理的な説明を求める機会の創出：論理的な説明を求める演習の成果には、アカデミック・
ライティング演習によって改善された学⽣⽂章がある。また、論理的な説明を求める⽇常的な
場⾯の成果には、研究室活動を記録した議事録がある。 
V. 道徳性を修養できる場の創出：私が学⽣の⼈格形成に寄与し、学⽣が道徳性を修養したこ
とを成果として⽰すことは⾮常に難しい。しかしながら、【研究室の⽅針】の副次的な効果とし
て、アカデミックハラスメントを予防できた事例を挙げることができる。【研究室の⽅針】を明
⽂化し、丁寧に説明することで、私の指導を誤解して⼀時的に⼼理的な負担を感じた学⽣であ
っても、私の真意を理解して指導に納得してくれた経験談がある。 
今後の⽬標 
今後、主に次の 3つの⽅法で教育の改善を⾏うことを予定している。 

1. 外部者の評価を基にした改善：他⼤学の先⽣等と議論を交わすことで、⾃⾝の TP について
意⾒をいただき、外部者の評価を基にした改善を図りたい。 
2. 授業評価アンケートによる改善：授業評価アンケートの⾃由記述欄に寄せられた要望を整
理し、必要性の⾼いものから順次授業へ反映したい。 
3. 教育関連論⽂の投稿や外部資⾦取得のための審査の結果を基にした改善：私の建築設計教
育に分類される研究には、採択された 2件の科研費がある。これらの研究成果を学会の査読論
⽂に投稿し、その評価を基に今後の教育の改善を図りたい。また、今後も継続的に応募する予
定である、教育関連の外部資⾦審査の結果も踏まえて改善を図りたい。 
根拠資料 
1. 主要担当科⽬のシラバス 
2. 担当科⽬と研究室における教育の実践の⼀覧 
3. 「建築計画」の講義資料 
4. 「設計演習Ⅰ〜Ⅳ」の講義資料 
5. 「建築計画特論」の講義資料 
6. 対外的な建築設計コンペディションの要項等 
7. 企業との共同研究等の資料 
8. アカデミックライティング演習の資料 
9. 「研究室の⽅針」の資料 
10. 「建築計画」の授業評価アンケート結果 

11. 「設計演習Ⅰ〜Ⅳ」において模範となった指導学⽣の作品 
12. 「建築計画特論」の優秀学⽣レポート 
13. 対外的な建築設計コンペディションに出展した学⽣作品 
14. 実施設計プロジェクトにおいて竣⼯した建築作品とその

経過記録 
15. 企業との共同研究の内容で発表した学⽣の研究報告 
16. アカデミックライティング演習時に作成した学⽣⽂章 
17. 研究室の議事録 
18. 2016 年採択の科研費の申請書と報告書 
19. 2020 年採択の研究費の申請書 




